平成23年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名: 陶芸文化展示費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　現代陶芸美術館　管理調整担当　電話番号：0572-28-3100（内103）

　　　　　　　　　　　E-mail：c27219@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：6,253千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


陶磁器産業の発展や陶芸文化の振興を図るため、近代の輸出陶磁器に関する展覧会の開催及び、美濃陶芸の現況を紹介する展覧会の準備のための経費。
　近代日本の輸出陶磁器を代表する「オールドノリタケ」の企画展示を実施することにより、オールドノリタケ製造に携わった県内の陶磁器産業や陶芸文化の魅力を発信することが可能。
　また、美濃陶芸の現況を示しながら、若手作家の発表の機会を提供する。

　現在、年１本の開催である企画展を増やすことにより、入館者増加を見込むことができる。

　展示計画

　　平成２２年度　「オールドノリタケと懐かしの洋食器」展示準備
　　平成２３年度　「オールドノリタケと懐かしの洋食器」展開催

　　　　　　　　　「MINO CERAMICS NOW Part2」展示準備

　　平成２４年度　「MINO CERAMICS NOW Part2」展開催

	２　所要経費


6,253千円
　展　示　費　6,195

　展示準備費　　 58

	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり

　５ ふるさとへの誇りと愛情を育てる

· 県有文化施設における無料又は安価な料金での催しや、高校生以下の観覧料の無料化や企画展・教育普及事業の開催などを通じ、県民が文化芸術に親しむ機会を充実する。

	２　これまでの取組状況


○企画展

・３年に１度、セラミックパークMINOで開催される国際陶磁器フェスティバルと同時期に、エミール・ガレ、ウェッジウッドといった著名な作家、名窯の展覧会を開催。
・カルロ・ザウリなどの海外の作家や、金子潤、岡部嶺男、河井寛次郎といった国内の作家を紹介し、現代陶芸の視野を広げる展覧会を開催。

○常設展

・収蔵品を中心に、地元の産業に焦点を当てた、タイルや洋食器制作者の中山保夫を紹介する展覧会を開催。

・荒川豊蔵、加藤卓男、鈴木藏、加藤孝造といった地元作家を紹介する特別展・小企画展を開催。

○教育普及事業

・作家とともに作陶する体験講座、展覧会関連の講演会、ワークシートの作成等の教育普及事業。

・県内の児童・生徒の作品を展示する展覧会。（大地の子どもたち展）

	３　これまでの取組に対する評価


· 陶磁器の生産地にある美術館として、世界各地の近現代陶磁器を身近に鑑賞できる施設として認知されてきている。
· 世界の作家から注目されている国際陶磁器フェスティバルがセラミックパークMINOで開催され、その施設内にある美術館として、多くの陶芸家及び関係者から認知されている。
· 2007年10月13日から12月16日まで開催した「じゃんけんぽんの考え方」展は、個性的な自主企画を顕彰する美連協大賞の奨励賞を受賞した。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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